
会　計　名 予　算　額 前年度比

一般会計 23,994,000 △ 2.5%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 

特 別 会 計
7,361,000 △ 0.2%

介 護 保 険 

特 別 会 計
5,928,000 4.6%

後期高齢者医療 

特 別 会 計
1,138,000 0.8%

公共下水道事業会計 1,482,614 3.8%

合　　　計 39,903,614 △ 0.8% 小数点第２位を四捨五入

会 計 別 の 予 算
（単位：千円）

夢と希望を未来へ
— 令和３年度施政方針と予算のあらまし —

詳しくは蜉財政課☎788－4905

　２月22日㈪から開催された３月定例市議会で、令和３年度当初予算案が可決されました。

　予算総額は、一般会計、特別会計、公共下水道事業会計を合わせて399億361万４千円で、前年度に比べ

ると0.8パーセントの減額となっています。

当 初 予 算 の あ ら ま し

市税

100億2,063万

4千円

41.8%

国庫支出金
37億5,943万5千円

15.7%

地方交付税
24億5,000万円

10.2%

市債
21億6,300万円

9.0%

県支出金
17億2,916万3千円

7.2%

地方消費税交付金
13億8千万円

 5.8%

繰入金
8億2,476万円

3.4%

諸収入
6億1,027万2千円 2.5%

使用料及び手数料
2億6,190万円 1.1%

その他
7億9,483万6千円

　　　　　 3.3%

民生費
110億2,428万

1千円

46.0%

総務費
27億3,387万

4千円 

11.4%

公債費
25億6,387万6千円 

10.7%

教育費
21億3,090万6千円

8.9%

土木費
20億1,844万7千円

8.4%

衛生費
19億5,331万1千円

8.1%

消防費
9億9,219万円

4.1%

その他
5億7,711万5千円

2.4%

歳 入
239億9,400万円

一般会計

歳 出
239億9,400万円

一般会計

　

歳 

入

　
歳
入
総
額
は
、
239

億
９
，

４
０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
2.5
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
最
も
多
い
の
は
、
市

税
（
市
民
税
、
固
定
資
産
税

な
ど
）
で
41
・
８
％
を
占
め
、

100

億
２
，０
６
３
万
４
千
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
次
に
多
い

の
が
国
庫
支
出
金
で
37

億
５
，

９
４
３
万
５
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
以
下
、
地
方
交
付
税
、

市
債
、
県
支
出
金
、
地
方
消

費
税
交
付
金
と
続
い
て
い
ま

す
。

　

歳 

出

　
歳
出
総
額
も
歳
入
と
同
じ

239

億
９
，４
０
０
万
円
で
す
。

　
歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
の
110

億
２
，
４
２
８

万
１
千
円
で
46
・
０
％
を
占

め
、
次
に
、
総
務
費
27

億
３
，

３
８
７
万
４
千
円
、
以
下
、
公

債
費
、
教
育
費
、
土
木
費
、
衛

生
費
と
続
い
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
内
訳
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平
成
25

年
４
月
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
か
ら
の
御
期
待
と
御
支
援
を
賜
り
、

市
長
に
就
任
し
、
平
成
29

年
に
は
、
再
び

市
長
と
し
て
市
政
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、「
夢
と
希
望
を
未
来
へ

つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
更
に
便

利
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
て
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
市
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

私
な
り
に
は
、
こ
の
８
年
間
で
一
定
の
成

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
や
議
会
の
皆
様
の
市
政
に

対
す
る
深
い
御
理
解
と
御
協
力
、
そ
し

て
、
職
員
の
不
断
の
努
力
の
賜
物
で
あ

る
と
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
う
し
た
多
く
の
皆
様
の
御
尽
力

に
対
し
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
社
会
保
障
経
費
や
市
債
の
償
還

な
ど
の
義
務
的
経
費
が
今
後
も
増
加
し

て
い
き
、
さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
市
税
等
の

収
入
が
減
少
し
て
い
く
見
込
み
で
あ
り
、

過
去
に
例
の
な
い
厳
し
い
時
代
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
も
、
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
な
ど
喫

緊
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
の
解
決
や
、
駅
東
口
整
備
、
道
の
駅
整

備
、
企
業
誘
致
な
ど
の
将
来
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
適

確
に
進
め
る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化

社
会
に
向
け
た
子
育
て
支
援
や
高
齢
者

及
び
障
害
者
福
祉
の
よ
り
一
層
の
充
実

を
図
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
３
年
度
の
市
政
運
営
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込

ま
れ
る
状
況
に
あ
っ
て
も
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
時
代
を
見
据
え
、
新
し
い
生
活
様
式

に
合
わ
せ
た
施
策
を
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
当
初
予
算
の
編
成
に
当
た
り
ま
し
て

は
、「
桶
川
市
第
五
次
総
合
振
興
計
画
」

の
考
え
方
（
理
念
）
を
基
本
と
し
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
、
５
つ
の
重
点

分
野
と
し
て
「
安
心
安
全
で
利
便
性
の

高
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
、「
こ
ど
も

が
輝
き
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
、「
高
齢
者
が
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」
、「
に
ぎ
わ
い
や
活
力
に
満

ち
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」
そ
し
て
「
新
た
な
時
代
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
位
置
付
け
、
優
先

的
に
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
も
「
桶
川
市
第
五
次
総

合
振
興
計
画
」
の
将
来
都
市
像
で
あ
る

「
み
ん
な
で
つ
く
り
育
む
活
気
あ
ふ
れ

る
交
流
拠
点
都
市
お
け
が
わ
」
の
実
現

に
向
け
、
夢
と
希
望
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
御
指
導
と
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
各
分
野
の
個
々
の
事
業
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
御
参
照
く
だ
さ
い
。
）

桶川市長

小 野 克 典

令
和
３
年
度
　

施

政

方

針
（
要
旨
）
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○
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

 

２
９
５
万
円

　
市
制
施
行
50

周
年
を
記
念
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
延
期

と
な
っ
て
い
た
記
念
式
典
を
実
施
し
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

 

１
３
０
万
６
千
円

　
「
第
四
次
桶
川
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
市
民

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
の
積
極
的
な
参
画

の
推
進
や
男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー
「
ア

ソ
シ
エ
」
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

 

５
，
１
５
８
万
円

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た

め
、
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
団
体
へ
補

助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
町
会
・
自
治
会

な
ど
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
川

田
谷
天
沼
地
区
自
治
会
館
の
建
設
費
の
補

助
も
行
い
ま
す
。

○
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

 

３
７
１
万
１
千
円

　
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
の
活
動

や
共
同
事
業
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。

○
協
働
提
案
事
業
補
助
金

 

１
０
０
万
円

　
市
民
活
動
の
活
性
化
や
市
民
と
行
政
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
協
働
提
案
事
業
実
施
団
体
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置

 

３
９
２
万
円

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向

け
て
配
布
し
た
一
人
一
台
の
学
習
用
端
末

を
、
教
員
や
児
童
・
生
徒
が
活
用
で
き
る

よ
う
、
情
報
機
器
の
取
り
扱
い
や
教
材
作

成
、
授
業
や
研
修
の
補
助
を
行
う
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

○
ス
マ
イ
ル
相
談
員
の
配
置

 

３
３
５
万
３
千
円

　
児
童
の
学
習
や
人
間
関
係
の
悩
み
に
対

す
る
相
談
、
ま
た
、
子
ど
も
に
関
す
る
不

安
を
抱
え
た
保
護
者
に
対
す
る
相
談
窓
口

と
な
り
、
円
滑
な
学
校
運
営
を
行
う
た
め
、

令
和
３
年
度
か
ら
全
小
学
校
に
相
談
員
を

配
置
し
ま
す
。

○
学
校
プ
ー
ル
民
間
委
託
事
業

 

４
０
４
万
８
千
円

　
民
間
事
業
者
の
施
設
を
利
用
し
て
、
中

学
校
の
プ
ー
ル
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

安
定
的
な
プ
ー
ル
授
業
の
実
施
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
補
助
に
よ
る
泳
力
の

向
上
お
よ
び
長
期
的
な
プ
ー
ル
維
持
管
理

経
費
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業

 

８
９
万
８
千
円

　
市
内
全
小
・
中
学
校
に
お
い
て
学
校
運

営
協
議
会
を
設
置
し
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
運
営
や
必
要
な

支
援
に
関
す
る
協
議
を
行
い
、「
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

○
埼
玉
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
事
業

 

７
３
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
延
期
と
な
っ
て
い
た
埼
玉
県
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に
つ
い
て
、
桶
川
市
を

会
場
に
実
施
し
ま
す
。

○
東
京
２
０
２
０
聖
火
リ
レ
ー
事
業

 

１
，
０
７
８
万
７
千
円

　
東
京
２
０
２
０
聖
火
リ
レ
ー
を
、
７
月

８
日
㈭
に
旧
中
山
道
の
中
山
道
パ
ー
キ
ン

グ
前
か
ら
北
上
尾
駅
入
口
交
差
点
ま
で
の

区
間
で
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

事
業

 

２
億
１
，
０
０
０
万
円

　
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に

伴
い
施
設
の
大
規
模
改
修
を
実
施
し
、
新

た
な
活
動
拠
点
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
こ
と
で
、
更
な
る
地
域
福
祉
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
に
大
規
模
改
修

工
事
に
着
手
し
、
令
和
４
年
度
の
開
館
を

目
指
し
ま
す
。

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
事
業

 

９
０
０
万
円

　
在
宅
の
重
度
障
害
者
お
よ
び
重
度
障
害

児
に
対
し
、
日
常
の
利
便
性
と
社
会
参
加

を
目
的
と
し
て
交
付
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

券
、
燃
料
券
に
つ
い
て
、
18

歳
以
下
の
人

な
ど
を
対
象
と
し
て
い
た
タ
ク
シ
ー
券
、

燃
料
券
の
選
択
制
を
、
全
対
象
者
に
拡
大

し
ま
す
。

○
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備
支
援

事
業

 

５
，
６
２
５
万
３
千
円

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

た
め
、
市
内
に
新
設
さ
れ
る
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
費
用
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

事
業

 

４
２
０
万
円

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
に
よ
る
重
症
化
や

合
併
症
の
発
症
を
予
防
す
る
た
め
、
小
児

用
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら
は
、

対
象
を
１
～
９
歳
と
中
学
３
年
生
に
拡
充

し
ま
す
。

だ
れ
も
が
主
役
の
桶
川
を
つ
く
る

【
参
画
・
協
働
】

生
き
る
力
を
育
み

次
代
に
繋
げ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
教
育
・
文
化
】

共
に
支
え
合
い
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
健
康
・
福
祉
】

今
年
度
の
主
要
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

82021. 5

○
精
神
保
健
推
進
事
業

 

１
０
０
万
９
千
円

　
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
お

よ
び
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
に
よ
る
総
合

相
談
会
を
開
催
し
、
「
経
済
・
生
活
問

題
」
や
「
不
眠
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
健
康
問

題
」
な
ど
の
複
数
の
悩
み
を
抱
え
る
住
民

に
対
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
適
切
な
相
談

支
援
を
行
い
、
自
殺
予
防
を
図
り
ま
す
。

○
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置

費
補
助
金

 

６
０
０
万
円

　
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
設

置
に
対
し
補
助
す
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の

負
荷
の
少
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

 

１
，
２
０
０
万
円

　
道
路
照
明
灯
の
電
気
使
用
量
の
削
減
や

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
よ
る
環
境
負
荷
の

軽
減
な
ど
を
図
る
た
め
、
市
内
全
域
で
道

路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
試
験
的
に
路
線
を
選
定
し

実
施
し
ま
す
。

○
災
害
時
等
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

 

１
１
７
万
７
千
円

　
災
害
発
生
時
に
共
助
の
担
い
手
と
な
る

自
主
防
災
組
織
な
ど
に
対
し
て
、
避
難
情

報
や
避
難
所
開
設
情
報
な
ど
を
発
信
し
、

地
域
住
民
の
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
た
め
、

新
た
な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
固
定
電

話
や
携
帯
電
話
に
一
斉
配
信
す
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
す
。

○
ゾ
ー
ン
３
０
事
業

 

１
，
０
０
０
万
円

　
生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行
者
や
自
転
車

の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
埼
玉

県
警
察
と
連
携
し
、
一
定
の
区
域
を
定
め

（
ゾ
ー
ン
）
、
最
高
速
度
30

キ
ロ
の
交
通

規
制
や
道
路
の
区
画
線
整
備
な
ど
の
交
通

安
全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

○
未
就
学
児
安
全
対
策
事
業

 

５
０
０
万
円

　
未
就
学
児
が
集
団
で
移
動
す
る
経
路
な

ど
を
抽
出
し
、
関
係
機
関
と
と
も
に
実
施

し
た
安
全
点
検
に
基
づ
い
て
、
交
差
点
に

車
止
め
の
設
置
、
道
路
の
舗
装
修
繕
な
ど

の
安
全
対
策
を
し
ま
す
。

○
土
地
区
画
整
理
推
進
事
業

 

２
億
３
，
４
７
１
万
５
千
円

　
良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る
組
合
に

対
し
て
、
事
業
の
進
捗
が
図
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
上
日
出
谷
南

２
号
調
整
池
の
築
造
工
事
も
行
い
ま
す
。

○
駅
東
口
整
備
事
業

 

３
億
２
，
０
９
６
万
２
千
円

　
駅
前
広
場
や
駅
東
口
通
り
線
な
ど
の
整

備
を
進
め
な
が
ら
、
安
全
で
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
桶
川
駅
東
口
周
辺
地
区
を
目
指
し

ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
「
駅
東
口
駅
前

広
場
」
整
備
工
事
お
よ
び
無
電
柱
化
設
計
、

「
南
小
跡
地
周
辺
道
路
」
整
備
の
た
め
の

測
量
、
「
市
道
11

―
１
号
線
（
仲
仙
道
線

交
差
点
付
近
）
」
整
備
の
た
め
の
用
地
取

得
を
進
め
ま
す
。

○
河
川
浚
渫
推
進
事
業

 

５
０
０
万
円

　
河
川
の
流
下
能
力
を
確
保
し
、
浸
水
被

害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
石
川
川
を
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

す
る
た
め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
農
業
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
事
業

 

６
７
９
万
８
千
円

　
昭
和
53

年
に
建
築
さ
れ
た
農
業
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
か

ら
の
２
か
年
の
事
業
で
、
令
和
３
年
度
は

改
修
工
事
に
併
せ
て
、
県
産
材
の
木
材
を

活
用
し
た
備
品
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
更
な
る
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
道
の
駅
推
進
事
業

 

２
０
５
万
２
千
円

　
地
域
の
魅
力
発
信
・
産
業
の
振
興
・
災

害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
「
道
の
駅
」
を

整
備
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
や
社
会
情

勢
な
ど
を
見
な
が
ら
、
設
計
・
工
事
・
維

持
管
理
・
運
営
を
一
括
し
て
行
う
事
業
者

の
選
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
べ
に
花
の
郷
づ
く
り
事
業

 
７
１
５
万
円

　
べ
に
花
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
べ
に
花

の
咲
き
誇
る
景
観
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す

る
啓
発
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
総
合
振
興
計
画
策
定
事
業

 

１
，
３
９
６
万
９
千
円

　
ま
ち
づ
く
り
と
行
政
運
営
の
方
向
性
を

示
し
、
計
画
的
に
施
策
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
総
合
的
な
市
政
運
営
の
た

め
の
指
針
と
な
る
次
期
総
合
振
興
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

○
広
報
事
業

 

２
，
２
６
７
万
６
千
円

　
市
民
の
身
近
な
情
報
源
と
し
て
広
報
紙

や
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
な
る
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
多
様
な
方

法
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
努
め
、
開
か

れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

※
各
事
業
は
主
な
も
の
の
概
要
、
順
不
同

で
す
。

環
境
に
や
さ
し
く
安
心
・
安
全
に

住
み
続
け
ら
れ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
市
民
生
活
】

み
ど
り
と
調
和
し
た

暮
ら
し
や
す
い
桶
川
を
つ
く
る

【
み
ど
り
・
都
市
基
盤
】

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
産
業
】

計
画
的
で
将
来
を
見
据
え
た

桶
川
を
つ
く
る

【
行
財
政
運
営
】
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